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猫では蓄積実験によって投与されたDigi七〇xinの合計は
対照の致死量よりも大となっていたのに反して，CCL中毒
時には逆になったのである。このことはCCI｛中毒時には
Digitoxin作用の蓄積が非常に起り易いことを意味してお
り，その傾向は閉塞性黄疸の時よりも一層著明である。以
上の関係を第3図の如く図示することが出来る。
　きて，閉塞性黄疽の時とCCI玉中毒の時とを比較すると，
何れも黄疽と血清A．・G比の減少とを呈し，且つDigitoxin
に対する抵抗を減じその蓄積を起し易くなって来ている。
しかもDigitoxinに対する抵抗減弱の程度はCCI4申毒時
の方が一層著明である。そこでCCL申三時に見られた
Digitoxinの致死量の減少並びに作用の蓄積が起り易くな
ったことが肝臓障碍のみに基因するかどうか。私はこの問
題を明かにする目的で，肝臓を血流から遮断した時のDi－
gi七〇xin致死量がCCI．，中毒時にはどう変るかを猫（第5，6
表）及びモルモット（第7，8表）について調べた。その結果
によると，肝臓血流遮断後に肺けるDigi七〇xin致死量は
CCL中毒群においてはより小となった。これは即ち，　CCI，，
が肝臓のみを障碍しているので無いことを物語っているも
のと思われ，それがDigitoxinに対する抵抗を減ぜしめる
ような仇きを肝臓以外の臓器にも及ぼすものと考えられる。
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Farah＆Smuskowicz6）はCCI．i中毒ラッ1・の心筋はSt－
rophanthinに対して感受性を増しているとの見解である。
従ってDigitoxin　｝u対する抵抗減弓身はCCI4による肝臓障
碍のみに帰せられるとは限らぬ。しからば閉塞性黄疸の場
合はどうであるか。この点について以下考察を試みよう。．
　閉塞性黄痘の場合に見られた著明な現象としては，肝腫
脹，ビリルビン血症及び血清A・G比の減少を挙げること
が出来る。このうち」肝臓腫脹がDigitoxin致死量の野馬
に対する直接の原因になっているとは考えられない。例え
ばCCh中毒時のように肝指数から見ると対照と同じであ
るのにDigitoxinに対する抵抗は著しく減弱しているか
らである。
　血満の黄疽指数とDigitoxin致死量との問に何等の関
係も存在しなかったし，また胆汁の静脈内注射によって強
度のビリルビン血症を起してもDigitoxinに対する抵抗
に変りが起らなかった等の事実から推して，ビリルビン血
症そのものがDigi七〇xinに対する感度に影響を与えるど
は言えない。
　これに反し，血清A・G比とDigitoxinに対する抵抗と
の問には明かな関係があると思われる。肝臓機能の障碍が
起れば血清A・G比の減ずることは一般に認められている
ところである故，閉塞性黄疸の時に起った皿山A・G比の
低下は肝臓の障碍を物語っているものと思われる。単なる
開腹手術を行ったのみで血清A・G比が幾分低下し同時に
Pigitoxin．に対する抵抗も幾分減じていることは既に第2
図に示したとおりである。しかして私の行った範囲の実験
では，条件の如何に関らずA・G比の低いほどDigitoxin
に対する抵抗が減じているのである。
　以上の事柄から要約すると，閉塞性黄疸の場合にDigi－
toxin致死量が滅少し．且つDigi七〇xin蓄’積の起り易くなる
のは，肝臓二叉に障碍が起つたからであると考えられる。
結 論
　1．実験的閉塞性黄疸の時にDigitoxin致死量が減じ
Digitoxin蓄積が起り易くなるが，その理由を究明する目
的で，猫及びモルモッINを用いて実験を行った。
　2．CCI4中一閃時には閉塞性黄疽時に比してDigitoxin
の致死鷺減少と蓄積がより一層著明に起つた。
　3．Digitoxinの致死量及び蓄積は血清の黄疸指数とは
無関．係であり，胆汁の静脈内注射によっても影響されなか
った。
　4．血清A・G比とDlgitoxinに対する抵抗との間には
平行関係が認められた。
　5．閉塞性西諺時にDigi七〇xinに対して抵抗が減じ蓄
積を起し易くなるのは，肝臓の機能障碍に起因するものと
考えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和31．1．28受：．付）
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Summary
　　　1．　Experiments　were　performed　with　cats　and　guinea　pigs，　in　order　to　deterumine　the
reason　why　the　lethal　dose　of　digitoxin　decreases　and　cumulation　of　digitoxin　occurs　more
markedly　in　cases　of　experimentally－induced　obstructive　jaundice　than　in　normal　cases．
　　　2．　ln　cases　of　CC14　poisoning，　a　decrease　in　lethal　dose　and　cumulation　of　digitoxin
occurred　more　markedly　than　in　cases．　of　obstructive　jaundice．
3．　The　lethal　dose　and　cumulation　of　digitoxin　were　affected　neither　by　jaundice
index　oiC　serum　nor　by　intravenous　injection　of　bile．
4．　A　parallel．relation　was　observed　between　albuminglobulin　ratio　of　serum　and
lethal　dose　of　digitoxin．
5．　lt　was　concluded　that　a　decrease　in　tolerance　to　digitoxin　which　is　produced　in
cases　of　obstructive　jaundice　is　due　to　the　disturbance　of　liver　function，　but　not　due　to
albuminemia．　（Received　Jan．　28，　1956）
